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     
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       

         



        



         

         

         

         

        

        

       

         

      

      

      

        

      

        

       

      

       

        

      

         

        

       



 

        

        

      

       

      

      



       



      

       

      

          

       

      

        

      

      

       

        

       

       

       

      

      

       

       

       



（資料出所）【全国】厚生労働省「毎月勤労統計調査　時系列表第6表：実質賃金指数」より作成。(R8.4月まで）

　厚生労働省「毎月勤労統計調査　時系列表第１表：賃金指数」及び「2020年基準消費者物価指数時系列リスト」の「持家の帰属家賃を除く総合（全国）」

　をもとに岡山労働局賃金室において作成。（R8.4月より）

【岡山県】岡山県総合政策局統計分析課「岡山県の賃金・労働時間・雇用の動き（毎月勤労統計調査地方調査結果）」に掲載された、

「2結果概要（1）賃金動き」の現金給与総額（事業所規模5人以上）指数及び「2020年基準消費者物価指数時系列リスト」の「持家の帰属家賃を除く総合

（岡山市）」をもとに岡山労働局賃金室において作成。

（注） 岡山県の実質賃金指数は、名目賃金指数（岡山県）÷消費者物価指数（岡山市：持家の帰属家賃を除く総合）×100により算出。
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（事業所規模5人以上）

（令和2年平均＝100）



（資料出所）【全国】厚生労働省「毎月勤労統計調査　時系列表第6表：実質賃金指数」より作成。(R8.4月まで）

　厚生労働省「毎月勤労統計調査　時系列表第１表：賃金指数」及び「2020年基準消費者物価指数時系列リスト」の「持家の帰属家賃を除く総合（全国）」

　をもとに岡山労働局賃金室において作成。（R8.4月より）

【岡山県】岡山県総合政策局統計分析課「岡山県の賃金・労働時間・雇用の動き（毎月勤労統計調査地方調査結果）」に掲載された、

「2結果概要（1）賃金動き」の定期給与（事業所規模5人以上）指数及び「2020年基準消費者物価指数時系列リスト」の「持家の帰属家賃を除く総合

（岡山市）」をもとに岡山労働局賃金室において作成。

（注） 岡山県の実質賃金指数は、名目賃金指数（岡山県）÷消費者物価指数（岡山市：持家の帰属家賃を除く総合）×100により算出。

（事業所規模5人以上）
（令和2年平均＝100）



（資料出所）【全国】厚生労働省「毎月勤労統計調査　時系列表第1表：賃金指数」より作成。

【岡山県】岡山県総合政策局統計分析課「岡山県の賃金・労働時間・雇用の動き（毎月勤労統計調査地方調査結果）」に掲載された、

「2結果概要（1）賃金動き」の現金給与総額（事業所規模5人以上）指数より作成。

（事業所規模5人以上）

（令和2年平均＝100）



（資料出所）【全国】厚生労働省「毎月勤労統計調査　時系列表第1表：賃金指数」より作成。

【岡山県】岡山県総合政策局統計分析課「岡山県の賃金・労働時間・雇用の動き（毎月勤労統計調査地方調査結果）」に掲載された、

「2結果概要（1）賃金動き」の定期給与（事業所規模5人以上）指数より作成。

（事業所規模5人以上）
（令和2年平均＝100）



令和７年度　業務改善助成金　申請状況

産業別申請件数 コース別申請件数
産業分類（大分類） 件数 割合 申請コース 件数

Ａ．農業・林業 28 3.9% 30円コース 94

Ｂ．漁業 1 0.1% 45円コース 187

Ｄ．建設業 52 7.3% 60円コース 304

Ｅ．製造業 115 16.1% 90円コース 130

Ｆ．電気・ガス・熱供給・水道業 2 0.3% 総計 715

Ｇ．情報通信業 3 0.4%

Ｈ．運輸業・郵便業 12 1.7%

Ｉ．卸売業・小売業 106 14.8%

Ｊ．金融業・保険業 1 0.1%

Ｋ．不動産業・物品賃貸業 3 0.4%

Ｌ．学術研究・専門・技術サービス業 13 1.8%

Ｍ．宿泊業・飲食サービス業 128 17.9%

Ｎ．生活関連サービス業・娯楽業 70 9.8%

Ｏ．教育・学習支援業 8 1.1%

Ｐ．医療・福祉 138 19.3%

Ｒ．サービス業・他に分類されないもの 33 4.6%

Ｔ．分類不能の産業 2 0.3%

総計 715 100.0%

規模別申請件数
事業場規模 件数

5人以下 215

6～10人 164

11～15人 86

16～20人 82

21～30人 85

31～50人 50

51～100人 25

100人以上 8

合計 715
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令和６年度　業務改善助成金　申請状況

産業別申請件数 コース別申請件数

産業分類（大分類） 件数 割合 申請コース 件数

Ａ．農業・林業 21 4.0% 30円コース 158

Ｂ．漁業 2 0.4% 45円コース 181

Ｄ．建設業 41 7.7% 60円コース 76

Ｅ．製造業 96 18.1% 90円コース 116

Ｆ．電気・ガス・熱供給・水道業 2 0.4% 合計 531

Ｇ．情報通信業 5 0.9%

Ｈ．運輸業・郵便業 7 1.3%

Ｉ．卸売業・小売業 66 12.4%

Ｊ．金融業・保険業 1 0.2%

Ｋ．不動産業・物品賃貸業 4 0.8%

Ｌ．学術研究・専門・技術サービス業 16 3.0%

Ｍ．宿泊業・飲食サービス業 119 22.4%

Ｎ．生活関連サービス業・娯楽業 58 10.9%

Ｏ．教育・学習支援業 14 2.6%

Ｐ．医療・福祉 48 9.0%

Ｒ．サービス業・他に分類されないもの 29 5.5%

Ｔ．分類不能の産業 2 0.4%

合　計 531 100.0%

規模別申請件数
事業場規模 件数

5人未満 187

6～10人 126

11～15人 59

16～20人 43

21～30人 42

31～50人 44

51～100人 27

100人以上 3

合計 531
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　　令和8年7月24日任命 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡　山　労　働　局

区　分 氏　　   　　　　名 現　　　  　　　　　　　　職

片 山 裕 之 弁護士

西 田 和 弘 岡山大学学術研究院法務学域 教授

長 谷 川 珠 子 岡山大学学術研究院社会文化科学学域 教授

櫻 井 正 巳
日本労働組合総連合会 岡山県連合会
副事務局長

高 山 伸 男
日本基幹産業労働組合連合会　岡山県本部
事務局長

村 上 達 哉
電機連合 山陰地方協議会 岡山地域協議会
事務局長

石 黒 和 之 株式会社共立精機 代表取締役社長

鶴 海 元 カーツ株式会社　監査役

西 谷 治 朗 岡山県経営者協会 専務理事

　　（注）五十音順

岡山県最低賃金専門部会委員名簿
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岡山県最低賃金の改正決定に対する意見書等 

 

 

①  岡山県最低賃金の改定決定に係る意見書 

 郵政産業労働者ユニオン岡山支部 支部長 小野 雅道 

 

②  「岡山県最低賃金」の改正に関する意見書 

 労働組合 岡山マスカットユニオン 執行委員長 清水 久美子 

 

③  岡山県内の最低賃金を 1,800円以上にすることを求める意見書          

岡山県労働組合会議 事務局長 弓田 盛樹 

 

④  岡山県内の最低賃金を 1,800円以上にすることを求める意見書          

岡山県労働組合岡山地域会議 石村 啓子 

 

⑤  ケア労働者の離職防止、確保・定着のため、最低賃金額の大幅 

引き上げと全国一律制を求める意見書 

岡山県医療労働組合連合会 執行委員長 西崎 克江 

 

⑥  岡山県最低賃金を 1,800円以上にすることを求める意見書 

岡山医療生協労働組合 中央執行委員長 竹原 真由美 

  

⑦  岡山県内の最低賃金を 1,800円以上にすることを求める意見書 

林精神医学研究所労働組合 執行委員長 森 勝彦 

 

⑧  最低賃金を 1,800円以上にすることを求める意見書 

倉敷医療生活協同組合労働組合 中務 愛子 
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⑨  岡山県内の最低賃金を 1,800円以上にすることを求める意見書 

生協労組おかやま 副執行委員長 小林 史枝 

 

⑩  岡山県内の最低賃金を 1,800円以上にすることを求める意見書 

生協労組おかやま 伊藤房子 

 

⑪  岡山県内の最低賃金を 1,800円以上にすることを求める意見書 

生協関連・一般労働組合 書記長 戸田 将隆 

 

⑫  岡山県内の最低賃金を 1,800円以上にすることを求める意見書 

生協関連・一般労働組合 流通サービス分会 荒木 崇 

 

⑬  岡山県内の最低賃金を 1,800円以上にすることを求める意見書 

生協関連・一般労働組合 流通サービス分会 前原 誠 

 

⑭  岡山県内の最低賃金を 1,800円以上にすることを求める意見書

生協関連・一般労働組合 流通サービス分会 谷藤 大輔 

 

⑮  岡山地方最低賃金審議会への意見書 

岡山県高等学校教職員組合 執行委員長 村田 秀石 

 

 

 












































